
（１）企業活動・物流の効率化

○駒門スマートIC開通により、主要渋滞箇所の回避が可能となり、高速道路までのアクセ

ス時間が東京方面で最大約14分、名古屋方面で最大約7分短縮されます。

○移動時間の短縮や業務の効率化など、様々な期待の声が寄せられています。

■工業団地から高速道路までの所要時間
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別紙２

■周辺立地企業のスマートＩＣへの期待

－各企業のコメント－

・製造業を営んでおり、主に岐阜県から材料等を搬
入し、埼玉県に製品を搬出しています。現在最寄
の御殿場ICまで20～30分を要していますが、駒門
スマートICが開通すれば5分未満で高速を利用する
ことができ、移動時間の短縮が図られます。

・現在御殿場ICを利用しています。ICが遠く、さら
に渋滞等で移動時間にばらつきが発生しています。
駒門スマートICが開通すれば5分未満で高速が
利用可能となり、業務の効率化が図られる
ことを期待しています。

・通勤に裾野ICを利用する従業員が多くいます。現
在ICから会社まで10～15分程度かかりますが、駒
門スマートICを利用すれば5～10分程度と
なり、通勤時間が短縮します。

駒門工業団地

御殿場IC

駒門スマートIC上り線

駒門工業団地

裾野IC

駒門スマートIC下り線

主要渋滞箇所を
回避

【開通前】
所要時間：約17分
混雑時 ：約21分
距離：9.8km

【開通後】
所要時間：約7分
距離：8.2km

【開通前】
所要時間：約14分
混雑時 ：約18分
距離：8.0km

【開通後】
所要時間：約11分
距離：7.1km

主要渋滞箇所を
回避

【開通前経路】
駒門工業団地→国道246号→国道138号→御殿場IC
【開通後経路】
駒門工業団地→駒門スマートIC（上り）→東名高速道路→御殿場IC

【開通前経路】
駒門工業団地→国道246号→裾野IC
【開通後経路】
駒門工業団地→国道246号→駒門スマートIC（下り）→東名高速道路→
裾野IC

◆東京方面 ◆名古屋方面至 東京 至 東京

至 名古屋 至 名古屋

主要渋滞箇所
開通前
開通後

主要渋滞箇所
開通前
開通後

最大14分
短縮

最大7分
短縮

所要時間：R1.10.3実施の走行時間調査結果（１１時台） 国道・県道以外 30km/h、東名高速道路100km/hを用いて算出
混雑時：R1.10.3実施の走行時間調査結果（８時台） 国道・県道以外 30km/h、東名高速道路100km/hを用いて算出
主要渋滞箇所：国土交通省中部地方整備局がR1.9に公表

是非利用したい
43％

目的に応じて利用したい
48％

利用しない
5％

無回答
4％

増えると思う
72％

変わらない
23％

無回答
5％

スマートICの利用意向

スマートIC整備による高速利用頻度変化

8割以上が駒門スマートICを利用

７割以上が高速利用頻度増加

出典：Ｒ1.10.31 企業アンケート結果（58社回答）
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